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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、転倒ヒヤリハットの詳細情報と転倒発生の実態を調査することで転
倒を引き起こす原因を明らかにし、新たな転倒リスク評価を構築するための知見を得ることである。日常的な転
倒ヒヤリハットの有無、過去一か月の転倒ヒヤリの有無とその原因、過去一年間の転倒有無とその原因を調査し
た。その結果、日常的に転倒ヒヤリを経験したものほど転倒率が上がることが明らかとなった。また、転倒ヒヤ
リと転倒の原因は類似しており、関連性が強いことが示された。これらのことから、臨床現場において、転倒ヒ
ヤリの有無やその原因を聴取し、リスク管理や予防的介入を行うことで、転倒の減少に寄与する可能性があるこ
とが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to elucidate the factors of falls by examining 
information about near-miss incidents and falls, thus aiding the creation of a new fall risk 
assessment. Our methodology involved assessing the incidence of everyday near-miss falls, their 
occurrence over the previous month and associated causes, as well as yearly falls and their causes.
Our findings reveal a correlation between regularity of near-miss incidents and increased fall rate.
 Additionally, the causes underlying near-miss falls resemble those of actual falls, indicating a 
strong correlation.
These insights suggest that in clinical environments, considering the occurrence of near-miss falls 
and their causes, alongside risk management strategies and preventive interventions, could reduce 
the incidence of falls.

研究分野： 予防理学療法

キーワード： 転倒予防　高齢者　転倒ヒヤリハット　転倒未遂
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、転倒の引き金となる要因を明らかにし、新たな転倒リスク評価を構築するための重要な知見の
提供につながるものである。医療や介護領域の専門職者は日々の臨床現場において転倒ヒヤリハットの有無や原
因を評価し、効果的なリスク管理や予防的介入を行うことが可能となる。このようなアプローチは、高齢者や身
体障害を持つ人々の転倒リスクを大幅に低減させ、高齢者の生活の質の向上に寄与する可能性がある。さらに、
これにより医療費の節約や、転倒による重篤な傷害や死亡のリスクの低減につながる可能性期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢者の転倒は、要介護状態や医療費の高騰に直結することから、その予防・対策は超高齢社

会である日本が抱えた重要な課題である。転倒のリスク因子には、内的要因として、身体的側面
（筋力、バランスなど）と、認知的側面があり(Tinetti ME, JAMA 2010)1)、加えて外的要因（環
境）も関与している(Guideline in JAGS 2001)2)。地域在住高齢者の転倒リスク評価には様々な
手法があり、身体機能を実際に評価するもの、アンケートにてリスクを評価するものなどに分類
される。しかし、これらの評価は必ずしも高い予測精度を有するわけではないという課題が存在
する。 
そのような中、転倒に至る前の未遂（ヒヤリハット）に注目することで、転倒を予測する取り組
みが、近年実施されている。我々が転倒未遂の発生（有無）をパイロット調査した所、転倒者の
うち 75%が転倒未遂を経験しており、転倒未遂経験者は、将来の転倒リスクが約 6 倍高いこと
が判明した (Nagai K, Geriat Gerontol Int 2016)3)。このことは、実際の転倒の前に、日常生活
で発生している「未遂」を把握することが、転倒の予測につながることを示している。 

実際の転倒発生の状況として、我々が行った文献レビューによると、フレイルに代表される身
体機能が低下した高齢者では、バランスの崩れが多いとされている一方、比較的身体機能の高い
高齢者（ロバスト）では、つまずきが最も多い原因となっており、身体機能レベルによってその
パターンが異なる 4)。このように、転倒には身体機能レベル別のパターンが存在することから、
それに先行する転倒未遂にもパターンが存在することが予想される。 
転倒ヒヤリハットの有無に加えて、そのパターンや頻度を評価することで、現在課題となって

いる地域在住高齢者の転倒予測精度が高まるとともに、未遂の情報に応じた個別対策により、将
来の転倒を減少させられる可能性がある。しかし、現状では転倒ヒヤリハットのパターン分析に
踏み込んだ研究は存在しない。そのため、ヒヤリハットパターンと実際の転倒パターンとの関係
も明らかになっておらず、有用な情報を含む転倒未遂を、転倒予防に活用できていない。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、転倒ヒヤリハットの詳細情報と転倒発生の実態を調査することで、転倒を引
き起こす原因を明らかにし、新たな転倒リスク評価を構築するための知見を得ることである。 
 
３．研究の方法 

本研究は 60 歳以上の地域在住高齢者を対象とした。日常的な転倒ヒヤリハットの有無、過去
一か月の転倒ヒヤリの有無とその原因（つまずき、バランスの崩れ、すべり、その他）、過去一
年間の転倒有無とその原因を調査し、 転倒ヒヤリハットと転倒発生の実態について記述統計に
て分析した。また、転倒ヒヤリの原因と転倒の原因についての関連性を見るために Cramer’s 連
関係数を用いて分析した。 
 
４．研究成果 
Frail Elderly in the Sasayama-Tamba Area（FESTA）study の参加者 717 名のうち、除外基

準であるデータ欠損のあった 23 名が除外された。 
解析対象 694 名(75.5±5.8歳)のうち、過去一年間で転倒を経験した者は 145 名（20.9％）で

あった。また、転倒群のうち、転倒ヒヤリを日常かつ過去一か月で経験した者は 44 名（30.3％）、
転倒ヒヤリを日常では経験していないが過去一か月で経験した者は 29 名（20.0％）、転倒ヒヤリ
を日常でも過去一か月でも経験していない者は 72 名（49.7％）であった（図１）。 

 
図１転倒状況別の転倒ヒヤリハットの分布 

 



さらに、全対象者を転倒ヒヤリの状態で３群化すると、転倒ヒヤリを日常かつ過去一か月で経
験した者（以下 A 群）は 96 名、転倒ヒヤリを日常では経験していないが過去一か月で経験した
者（以下 B 群）は 72 名、転倒ヒヤリを日常でも過去一か月でも経験していない者（以下 C 群）
は 526 名であった。各群の転倒者数はＡ群で 44 名(45.8％)、B 群で 29 名(40.3％)、C 群で 72 名
(13.7％)であり、A.B 群では C 群より有意に頻度が多いことが示された（p < 0.001）（図 2）。  

 
図 2．転倒ヒヤリハットの発生状況別の転倒率 

 
全対象者の転倒ヒヤリの原因としては、つまずき 29名(52.7 %)、バランスの崩れ 17名(30.9%)、

すべり 4 名(7.3％)、 その他 5 名(9.1%)であった。転倒ヒヤリと転倒の原因の関連性を分析した
ところ、Cramer’s V 係数は 0.76 を示し、強い関連がみられた（図 3）。 

図 3. 転倒ヒヤリハットの原因と、実際の転倒原因の関連 
 
これらの結果より、日常的に転倒ヒヤリを経験した人ほど転倒率が上がることが明らかとな

った。また、転倒ヒヤリと転倒の原因は類似しており、関連性が強いことが示された。これらの
ことから、臨床現場において、転倒ヒヤリの有無やその原因を聴取し、リスク管理や予防的介入
を行うことで、転倒の減少に寄与する可能性があることが明らかになった。 
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